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（１）Ａ損害保険会社からの依頼内容

  Ａ損害保険会社から依頼を受けたのが、このＢ氏の高血圧が事故によるものかどうかと言うこと。

（２）一般的な高血圧とは

高血圧の定義は時代により少しずつ変遷している。わが国で比較的多く用いられている定義は、WHOまたはアメリカ合同委員会によるものである。WHOに従えば、上の血圧が１６０以上または、下の血圧が９５以上を高血圧とし、上の血圧が1４0以上または、下の血圧が９０以上を境界域高血圧としている。アメリカ合同委員会の1992年版では、上の血圧が１４０以上、または、下の血圧が９０以上を高血圧とし、それ以降はステージの進行として捉えている。一番新しいWHOと国際高血圧学会合同委員会(WHO/ISH)の定義も上の血圧が１４０以上または、下の血圧が９０以上を高血症としている。(表（１）)
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最新の上記の基準にしたがったわが国の統計を図（１）に示すが、一般人中の高血圧の頻度は20才代から年齢をおって増加する。従って、今まで血圧が何とも無かった人が30才のある線を境に血圧が上昇することは、決してまれではない。（厚生省保険医療局：平成7年国民栄養の現状、１９９５）
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（３）Ｂ氏の血圧の推移

  このＢ氏の血圧の推移は表（２）および図（２）でみると、Ｃ医師の言うとおり事故を境に上昇しているように認められる。しかし、事故前をつぶさに見ると、ここ5年間で下の血圧が90以上のことが10回中４回もあり、現在最も広く用いられている前記の高血圧分類(WHO/ISH)で言えば、１０回測定中5回が高血圧と言うことになる。さらに、最初の一回（1987/12/26）を除くと、事故前２年８ヶ月での９回測定中、5回が高血圧と言うことになる。(この点に関しては、Ｃ医師の“血圧は高くなかった。”という意見と一部抵触する。)

  上記で示されるように、このＢ氏の場合、正常の血圧の人が急に高血圧になったわけではなく、３０才台という年齢を考えると、既に血圧は高めであり、いずれ常時の高血圧に移行した可能性は高いと思われる。
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血圧(下）
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表２

図２

（４）高血圧のリスクファクターとＢ氏の場合

  疫学的観点から高血圧のリスクファクターといわれているのは、第一に遺伝的要素。つまり、本人の体質により高血圧になりやすいかどうか決っている。次いで、塩分の摂取量。次に体重増加とそれに伴う肥満。この三つが確実と言われている。そしてこれ等に次いで、確定ではないが可能性のあるものとして、ストレスがあげられている。（U.Laaser：高血圧になる危険性（成因とその発見）、Arterial Hypertension, Springer-Verlag,1982）

  このＢ氏の場合、既に見てきたように、素因として既に高血圧になりかかっており、塩分の摂取はわからないが、身長１６３ｃｍで体重は７６ｋｇ（標準体重は５６ｋｇ）とかなりの体重過多となっている。つまり、非常に高血圧になりやすいリスクファクターの多い人に、事故によるストレスが加わったということであろう。

  一般に医学的に言うストレスは、精神的な物のみを言うのではなく、身体的な物を含んでいる。我々の意識に上らなくても、体が傷ついているときには、その情報が脳に行き、ホルモンなどの分泌を介して、外部からの侵襲に対処しようとする反応が生じる。例えば、アドレナリンなどを分泌し、体のいろいろな部位の興奮性を高めて、外敵に対処できるようにする。血圧を上昇させるのも、この外敵に対する準備の一つの反応である。従って、血圧は外傷直後のストレスの高いときに高くなり、落着くに連れて一般的には下がる。この場合の高血圧は、外傷と１００％関連した高血圧であるが、この松原氏のように、外傷の一番ストレスの大きい状態が収まった時になお続いている高血圧は、むしろ素因と考えるほうが良いと思われる。

また、ストレスの大きさは当然事故による外傷の大きさと相関すると思われるが、この松原氏の場合、外傷の程度は重傷とは思われない。

（５）Ｃ医師の意見

  何故Ｃ医師が高血圧と事故の関係を肯定しているかのような発言を行ったのか。（以下に述べていくが、Ｃ医師も高血圧の原因が外傷で、外傷により高血圧が生じたといっているわけではない。）それは、高血圧のリスクファクターの一つにストレスが入っていて、さらに高血圧と事故の時期が一致しているからである。しかし、そのＣ医師も、“高血圧というものは、交通事故によるものだとういうふうに見てよろしいでしょうか。”という質問に対し、“直接の結びつけは難しい部分があるかと思います。……・・本態性高血圧は遺伝的背景因子も持って発生することは明らかでして、そういうような素因の持主がいつを境に発生するかということが問題だと思います。……・・誘発のきっかけになったことは明らかだと思います。”と答えているように、高血圧は、本質的には素因の問題で、時期的に事故が“誘発”の“きっかけ”になったであろうと言っているわけである。

我々医師は、少ない可能性も否定はできない場合が存在すると思っており、ほとんど生じない場合でも、“それは可能性があるか。”と問われた場合、“可能性はありうる。”と答える事が多い。（医学的には、このような態度は正しいと思われる。何故ならば、このような態度でないと少ない可能性の病気の患者についていつもその可能性を省いてしまう。具体的に言うと、一万人に一人生じる薬の副作用を見落としてその可能性はないと言うのが正しい態度とは言えないということである。）従って、“一般的に言って、この高血圧が事故から生じたものかどうか。”と聞かれた場合、通常の医師は“一般的に言って関係ない。”と答えると思われるが、次に質問を変えて、“この事故によるストレスが高血圧を起した可能性があるか。”と聞かれると、“その可能性はありうる。”と答えると思われる。しかし、それは、可能性を否定することが難しいからであって、その可能性が高いことを意味している訳ではない。

さらに、続けると、Ｃ医師の言うがごとく、“高血圧と交通事故をすぐに結び付けるというようなことは無謀かと思います。どんな医学書を見てもそんなことは書いてありませんし、まして交通事故に遭った人がすべて高血圧ではありません。”というのが、一般的な医学的意見ではないだろうか。

（６）結論

まとめると、高血圧の素因が大きい人が、事故を契機に高血圧に移行したと思われる。（高血圧と言う病気の本質は事故と無関係と思われるが、発症の時期が事故と一致している事は確かなため、事故が少し高血圧になる時期を早めた可能性は否定できない。むしろ事故を契機として顕在化したと考える事は合理的かもしれない。）しかし、寄与率を考えるにあたり、もし、この人が事故に遭遇しなかった場合、高血圧が生じなかったろうかと考えると、早晩高血圧は生じたと思われ、もし、遺伝や環境により作られた体質が無いとすれば、事故だけで高血圧が生じたかと考えると、ほとんど生じなかったと思われる。従って、このような高血圧は、本人の持っている素因で説明されることが、一般的に言って、適当であろうと思われる。
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血圧の変化(表）

		日時				年齢		血圧(上）		血圧(下）										年齢		33.7		36.0		36.1		36.6		36.7		36.8		37.1		37.2		37.6		38.8		39.0		39.0		39.2		39.2		40.0		40.0		40.1

		32,137		19,819		33.7		132		86										血圧(上）		132		168		132		126		144		144		142		136		142		138		162		164		174		168		164		166		148

		32,975		19,819		36.0		168		94										血圧(下）		86		94		86		84		90		86		90		86		92		86		106		102		108		96		96		104		86

		32,980		19,819		36.1		132		86

		33,190		19,819		36.6		126		84

		33,226		19,819		36.7		144		90

		33,263		19,819		36.8		144		86

		33,360		19,819		37.1		142		90

		33,382		19,819		37.2		136		86

		33,536		19,819		37.6		142		92

		33,966		19,819		38.8		138		86				h6-03-28

		34,045		19,819		39.0		162		106				身長		163

		34,046		19,819		39.0		164		102				体重		76

		34,139		19,819		39.2		174		108				標準体重		56

		34,142		19,819		39.2		168		96

		34,421		19,819		40.0		164		96

		34,436		19,819		40.0		166		104		ニバジール

		34,446		19,819		40.1		148		86		ニバジール





高血圧の頻度

		年齢		男		女

		20		1.8		0.2

		30		9.5		3.1

		40		21.3		14.6

		50		32.3		26.9

		60		44.5		41.8

		70		54.7		54.9
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